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小型月着陸実証機「SLIM」の成果

• 令和６年1月20日00:20にSLIMが月面へ着陸、地球との通信を確立
• 接地した位置は、着陸目標地点から東に55m程度の地点と推定。目標としていた100m
精度のピンポイント着陸実証を達成。高度50m地点で判断される着陸精度としては、
10m以下（恐らく3-4m程度）を達成。

• 高度50m付近で2基あるメインエンジンの1基が機能喪失。1基のエンジンでの降下を継
続したが、一部接地条件が仕様範囲を超えたため、計画と異なる太陽電池パネルが西を向
いた姿勢で静定。着陸時に太陽は東側に位置していたことから、太陽電池発電が不能。現
在月面の夕方になっており復旧運用の試みを継続中。

• 小型プローブLEV-1及びLEV-2（SORA-Q)の放出に成功、動作を確認、通信を行った。
• マルチバンド分光カメラ(MBC) 、撮像画像を取得。

LEV-2「SORA-Q」が撮影・送信した月面画像
（クレジット：JAXA/タカラトミー/ソニーグループ（株）/同志社大学）

LEV-1、LEV-2無線局の試験電波データ転送により取得した試験画像。

着陸後SLIM搭載航法カメラによる
月面画像（クレジット：JAXA）

SLIMの着陸目標地点と、現状の位置の推定
（クレジット：Chandrayaan-2：ISRO/SLIM：JAXA）
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